
《決算補足説明資料》 平成２６年１１月 ４日

１．平成２７年３月中間期連結決算について

（１）損益実績 （２）※H２７年３月中間期連結営業利益の
(億円) H２６年３月中間期比 １３億円増加の要因

億円

(注)Ｄ/Ｅレシオの算出方法：有利子負債(リース債務除く）÷純資産

（３）連結受注・売上・受注残実績　　（但し、輸出は単体を表示）
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全社の営業利益は前年同期比１３億円増益の３６億円となった。

素形材・エネルギー事業は依然営業赤字ではあるものの受注高・売上高が回復したことで営業赤字縮小に貢献した。

産業機械事業は営業利益率１０％台を継続して確保したものの前年同期比若干の減益となった。

（決算補足説明資料） 1/2 株式会社日本製鋼所



２．平成２７年３月期の連結業績見通しについて

（１）損益見通し （２）※H２７年３月期連結営業利益予想の
(億円) H２６年３月期比  １３億円減少の要因

億円

(注)Ｄ/Ｅレシオの算出方法：有利子負債(リース債務除く）÷純資産

（３）連結受注・売上予想　　（但し、輸出は単体を表示）

《受注高》 (億円) 《売上高》 (億円)

（４）設備投資計画
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△ 11

20 －

△ 33

素形材・エネルギー事業の営業利益は若干の改善を見込むが、主力製品の操業減少が継続する。産業機械事業は製

品構成の違い及び経費増により売上増も利益は昨年度対比減益。

これにより、全社の営業利益は前年対比１３億円減益の７５億円を予想。

（決算補足説明資料） 2/2 株式会社日本製鋼所


